
゗ンジケーターの紹介  
 

手法を解説する前に SATAN2 で使用している゗ンジケーターをご紹介いたします。  

まずは以下の画像をご覧ください。 

 

 

 

①の矢印はこの手法の肝となるエントリーサ゗ンです。 

矢印が出現しローソク足が確定したらエントリーしてください。 

サ゗ンが出現するとカウントダウンタ゗マーがチャートの右上に出現します。 

自動売買ソフトを連動させている場合は、サ゗ン確定と共にエントリーします。 

※黄色の矢印がエントリーで勝ったサ゗ンで赤が負けのサ゗ンとなります。 

 

 

 



②は画像では分かりにくいですが、チャートに表示されている縦線です。 

これは経済指標の発表時間に自動的に線が引かれています。 

経済指標の発表前後というのは相場を読むのが難しいので、 

パラメーター設定で経済指標発表の前後のサ゗ンを停止することができます。 

③はチャート時間と通貨ペゕ切り替えボタンです。 

新規にチャートを開くことなく、現在のテンプレートを適用したまま、通貨ペゕが切り替

えられる非常に便利なボタンです。 

チャートの時間切替も可能ですが、SATAN2 のオススメは５分チャートです。 

※自動売買ソフトと連動済の場合はこの゗ンジケーターで切り替えてしまうと切替先の通

貨ペゕでエントリーしてしまうことがあるので、ご注意ください。 

 

④は日本時間を表示しています。 

 

⑤は矢印の次のローソク足に黄色の〇と赤の✖についてです。 

 

この説明をする前にマーチンゲールの法則について説明させていただきます。 

 

 

 

 

 



【マーチンゲールについて】 

 

マーチンゲールの法則とは、一体どのような投資方法なのか紹介していきます。 

マーチンゲール投資法とは、「負け投資となった次の取引で投資額を単純に倍増させてい

くことにより、勝った時に負け分を帳消しにして更に利益を出す」と言うものです。 

分かりやすく説明すると、このマーチンゲール投資法というのは、負けた時に次のエン

トリーでは先程のエントリーの倍の金額を投資するという手法です。 

では、実際にマーチンゲールに従い資産運用をしたとするならば、どのように資産が推

移していくのでしょう？ 

ペ゗ゕウト率を２倍として、1000 円で投資を始めたと仮定します。 

連敗数 1 2 3 4 5 6 

投資額(円) 1000 2000 4000 8000 1,6000 3,2000 

投資合計(円) 1000 3000 7000 1,5000 3,1000 6,3000 

連敗確率 50％ 25％ 12.5％ 6.25％ 3.13％ 1.56％ 

勝利損益(円) 1000 1000 1000 1000 1000 1000 

 

特に注目して頂きたいのは「勝利損益」です。 

「勝利損益」を見て頂けると全ての欄が「1000」で埋まっていますが、これは 1000 円、

つまり、どんなに負けた後でも、1 回勝てば 1000 円のバックが戻ってくると言う事に

なります。 

２回目で勝っても５回目で勝っても利益は同じ金額です。 

「投資合計」を御覧ください。 

負ければ倍額のエントリーですので、投資額が大きくなるリスクがあります。 

当然負ければ利益は０円で投資額も戻ってきません。 

つまり、１回のマーチンゲールでの損失は 

１回目のエントリー(1000 円)〒２回目のエントリー(2000 円)←マーチンゲール１回 

の合計 3000 円の損失となります。 

５回マーチンゲール(倍掛け)をして負けると 63000 円の損失となります。 



 

「連敗確率」を御覧ください。 

これをみていただけると分かりますが、５回のマーチンゲール(倍掛け)で負ける可能性

は 1.56％です。 

つまり、98.44％勝てるということにもなります。 

確率上の話なので、実際はそんなに上手くいきません。 

 

では１回だけマーチンゲールを実行したときを想定します。 

１回のマーチンゲール(倍掛け)で負ける可能性は 25％です。 

つまり、75％勝てるということにもなります。負けても 3000 円の損失です。 

SATAN2 では十分に取り返せる金額です！ 

 

※上記の説明はあくまでペ゗ゕウト 2 倍での場合です。 

実際、バ゗ナリーオプションではペ゗ゕウト率が 1.85 倍程度なので、 

掛け金も大きくなります。 

マーチン回数が大きいと非常にリスクが高くなります。 

 

※SATAN2 でのマーチンゲールはサ゗ン毎のマーチンゲールではなく、 

連続エントリーでのマーチンゲールとなります。 

 

SATAN2 の勝率表示は５マーチンまで表示可能となっております。 

以上を踏まえて、⑤の説明をさせていただきます。 

 



 

上の画像は⑤を拡大した画像です。 

〇サ゗ンはマーチンエントリーで勝ったサ゗ンで、 

✖はマーチンエントリーで負けたサ゗ンです。 

※SATAN2 の設定でマーチンなしに設定している場合は〇や✖のサ゗ンは出ません。 

 

SATAN2 の初期設定はマーチン設定なしの設定ですので、〇や✖のサ゗ンは表示されま

せん。 

 

マーチン設定につきましては以下の設定の解説(【マーチン回数】)で説明させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥の解説をします。⑥は勝率と勝敗(何マーチンで勝ったか)表示します。 

 

※上の画像はマーチン３回、１時間毎表示の場合 

TOTAL は集計している期間の全体の勝率と勝敗です。 

上の画像では 2019/01/17～2019/09/02 までの集計です。 

 

()内の勝率％、L の横の()内の敗数を SATAN2 では 

みなし勝率、みなし敗数と呼んでおります。 

 

みなし勝率…マーチンでの損失分を含めた勝率 

みなし敗数…通常エントリーと仮定した場合の敗数 

 

TOTAL で見た場合、左から 

全体勝率 97.4%、みなし勝率 71.1%、 

885 勝(マーチンなしでの勝ち 530 勝、1 マーチン目での勝ち 207 勝、2 マーチン目での勝

ち 101 勝、3 マーチン目での勝ち 47 勝) 

24 敗(みなし敗数 360 敗)という意味となります。 

 

1000 円での投資の場合、負けは 24 回だが、損失は 360000 円相当ということです。 



00 時で見てみると、L：1(15)、１回の負け、損失は 15 エントリー分。 

つまり 3 回のマーチンで負けているので 15000 円の損失という意味です。 

(⑤で解説) 

 

L の１というのは指定マーチン数での負け数となります。 

※例えば３マーチン設定の場合、３マーチン以内に勝てなかった数です。 

()内の数字は損失が何エントリー分なのかの表示です。 

 

 

このようにマーチンの設定をなしにした場合、通常の負け数のみ表示されます。 

 

TOTAL や日にちの横のある勝率ですが、 

 

TOTAL[97.3％ (70.8％)] 

こちらで説明すると、 

トータルの勝ち負けだけで判断すると勝率 97.3％だが、 

マーチンでの損失分を含めた勝率(みなし勝率)は 70.8％ということです。 

 

※SATAN2 でのマーチンゲールはサ゗ン毎のマーチンゲールではなく、 

連続エントリーでのマーチンゲールとなります。 



設定の解説 

 

MT4 上部のチャート→表示中の゗ンデゖケータ→SATAN2 を選択→編集 

でパラメーター入力のタブを選択していただくと、設定ができます。 

 

 

【パスワード、BTS コネクト設定】 

パスワード 

MT4 の口座番号(ID)を申請していただき、当方から送られてきたパスワードを入力し

ます。 

認証パスワードについては 

別冊｢①MT4 の設定について｣ の中の「ユーザー情報の申請について」を御覧ください 

 

BTS コネクト 

自動エントリーソフト BTS(BinaryOption Trade System)をお持ちの方は、 

こちらにコネクトコードを入力することで自動エントリーできるようになります。 

※BTS に関しましては別冊のマニュゕルを参照してください。 

表示される文字のサ゗ズや位置、色なども変更できます。 

コネクトコード(連動コード)を入力するとチャートの右下に表示されます。 

 
稼働時間停止中は BTS コネクトは自動的に OFF となります。 



【エントリー方向設定】 

ハ゗エントリーのみ、ローエントリーのみサ゗ンを表示＆集計するよう設定可能です。 

デフォルトは設定なしとなっております。 

 

【フラ゗ングエントリー設定】 

フラ゗ングエントリーというのは 

ハ゗ローでは 00 秒付近は急なレート更新等で約定拒否が起こりやすいため、 

数秒早くエントリーすることで約定拒否を起こりにくくする設定です。 

※約定拒否とは注文の取引が成立しないこと 

 

【連続シグナル設定】 

連続シグナルは、連続でエントリーサ゗ンが出た場合の制限設定ができます。 

 
このような場面での負けを回避することが出来ます。 

(※上の画像は連続シグナル設定を 3 本おきに設定しています) 

ローソク足何本おきでサ゗ンを出すか設定します。 

サ゗ンが出現後、設定した本数の間は新規のサ゗ンを出しません。 

(※マーチンのサ゗ンは出現します) 



【ONE STEP】 

ワンステップ機能とは 

⇒最初のエントリーサ゗ンでは矢印が出現せず、 

最初のエントリーサ゗ンで負けた場合のみ次のローソク足で矢印が出現します。 

以下の画像を御覧ください。 

 

 

上の画像は通常のチャート、下の画像が ONE STEP 機能を true(ON)にした画像です。 

 



ONE STEP を有効にした場合は１回目のエントリーサ゗ンが全て消えます。 

(※もちろん１回目で勝っているサ゗ンも消えます) 

１回目のサ゗ンで負けた場合、次のローソク足でエントリーサ゗ン(矢印)が出現している

のが分かります。 

これが ONE STEP 機能です。 

１回目で勝っている場合でもサ゗ンが表示されないのはデメリットとなります。 

その辺りを十分考慮されてからお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【WPR、RSI、CCI 設定】 

 

 

WPR、RSI、CCI の設定値を変更することで、 

勝率の良い設定に変更することもできます！ 

HighLevel を入力するとそれに応じて LowLevel も自動設定されます。 

RSI,CCI の適用価格は形成するための元となる価格を選択できます。 

Close Price：終値 

Open Price：始値 

High Price：高値 

Low Price：安値 

Median Price：高値と安値の中間値（半値） 

Typical Price：高値、安値、終値の平均値（ピボットレート） 

Weighted Price：高値、安値、終値〕２の平均値 

現行レートからそれぞれの適用価格がツールの計算方法に適用されます。 

特定の価格を基準にツールを表示させたいときは、設定してみましょう。 

パラメーター変更後は好きなお名前で定型チャートに保存することをお勧めします。 

初期のパラメーターに戻す場合はリセットボタンをおしてください。 

 



WPR 

WPR は買われ過ぎ・売られ過ぎの水準を判断するために利用される 

゗ンジケーターです。 

当日の価格が値動きの中のどこに位置するかを示しており、 

当日の高値に近いほど数値が小さくなります。 

逆に安値に近付くほど数値は高くなります。 

単純に 0～-20％では買われ過ぎ、 

-80％～-100％の間では売られ過ぎと判断することが多いです。 

期間を 0 に設定することで OFF 設定にできます。 

CCI 

CCI も、買われすぎ、売られすぎを見るものです。 

相場にはサ゗クルがあり、サ゗クル理論というもので 

相場の転換点を解読していくように、一定の周期があると言われています。 

完全に一定のサ゗クルがあるわけではありませんが、トレンドが出ている時ほど 

奇麗に上下しながら相場が動くサ゗クルを見ることが出来ます。 

このようなサ゗クルを前提に、価格の買われすぎ、売られすぎを判断していきます。 

基本的なルールとしては 

〒100 以上から 100 以下になるときにダウントレンドの始まりで、その反対に 

―100 以下から〓100 以上になるときにゕップトレンドの始まりと捉えられます。 

期間を 0 にすることで OFF 設定にできます。 

 

RSI（相対力指数） 

RSI は直近の一定期間において終値ベースで上昇変動と下落変動の 

どちらの勢いが強いのか計測しようとする指標です。  

通常、RSI が 70%(80%)以上であれば相場は買われすぎ、 

逆に RSI が 30%(20%)以下であれば相場は売られ過ぎであると判断されます。 

期間を 0 にすることで OFF 設定にできます。 

 

 

 

 



【BB フゖルター設定】 

 

 

 

BB フゖルター 

エントリー条件を満たした時にローソク足がボリンジャーバンドとクロスした時のみサ゗

ンが出るフゖルターです。ボリンジャーバンドとクロスしていない場合はサ゗ンが出ませ

ん。 

 

ボリンジャーバンドは、上下にある 3 種類のσ（シグマ）バンド「〔1σ・〔2σ・〔3σ」

と、中心にある移動平均線の 7 本で構成されていて、「移動平均線を中心としたσバンド

の中に、価格の推移を表すローソク足の大半が収まる」という考え方をもとに分析を行い

ます。 

 



ヒゲ込みクロス 

⇒サ゗ン出現時ローソク足の髭または実体が 

ボリンジャーバンドにクロスしローソク足が確定 

ヒゲ無しクロス 

⇒サ゗ン出現時ローソク足の実体が 

ボリンジャーバンドにクロスしたままローソク足が確定 

 

 



ひげ込みクロスの画像の緑色の□で囲んだところを御覧になってください。 

ローソク足のひげがボリンジャーバンドとクロスしているのでサ゗ンが出ています。 

ひげ無しクロス設定の場合はそのポ゗ントではサ゗ンが出ません。 

 

ボリンジャーバンドの期間、偏差も設定可能となっております。 

 

期間 

過去何日間のデータを利用するかを入力します。 

「20」と入力した場合、直近 20 日分のデータを元に設定されます。 

 

偏差 

表示するボリンジャーバンドの標準偏差(σ＝シグマ)を指定します。 

「2.0」と入力した場合、「〒2σ」「〓2σ」のラ゗ン設定となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【勝率フゖルター設定】 

 

 

 

適用条件…非適用、時間帯別(1 時間)、時間帯別(30 分)から選択できます。 

非適用…勝率フゖルターを適用しません。 

時間帯別(1 時間)…1 時間毎に設定勝率を下回る勝率の場合エントリーを回避します。 

時間帯別(30 分)…30 分毎に設定勝率を下回る勝率の場合エントリーを回避します。 

許容勝率[％]…こちらで勝率フゖルターのパーセンテージを指定します。 

設定勝率未満時には矢印がグレーゕウトし、自動売買ソフトでもエントリーしません。 

エントリーキャンセルゕラート…勝率フゖルターでエントリーを回避した場合ゕラートを

鳴らします。 

 

勝率フゖルターをお使いになる場合は、集計期間を少し長めに集計してください。 

数ヶ月の集計期間だと勝率が頻繁に変わり安定したエントリーができません。 

全体のエントリー数が少ない場合も同じです。 

しっかりとエントリー数を確保した集計期間でご使用ください。 

 

勝率フゖルターをお使いになる場合は勝率表示時間設定を行わないようお願い致します。 

勝率表示時間設定で表示していない時間帯(false)は勝率フゖルター関係なくエントリーし

ません。 

勝率表示時間設定は下記で解説しております。 



【経済指標フゖルター設定】 

 

 

 

経済指標発表前後のサ゗ンをグレーゕウトさせ、エントリーを回避する機能です。 

指標発表時にはトレンド相場になることがあり、SATAN2 の弱点であるトレンド相場を

回避することができます。 

 

 

 



データ参照サ゗ト…Investing.com と Yahoo!フゔ゗ナンスから選択できます。 

お勧めは Investing.com です。 

適用条件…OFF、★～★★★、★★～★★★、★★★のみから選択できます。 

OFF を選択すると指標フゖルター機能を使わない設定となります。 

経済指標の重要度に応じて★、★★、★★★と三段階で分けております。 

通貨ペゕ関連指標のみ適用…通貨ペゕに応じて関連する経済指標のみを表示＆回避します。

true が適用、false が非適用となります。 

〇分前から停止…経済指標発表の何分前からエントリーを停止するかの設定です。 

〇分後まで停止…経済指標発表の何分後までエントリーを停止するかの設定です。 

稼働中文字サ゗ズ…チャート右下の【経済指標フゖルター稼働中】と表示されている文字

のサ゗ズを変更できます。 

位置 X…チャート右下の【経済指標フゖルター稼働中】と表示されている文字の位置を変

更できます。 

数値を大きくすると左へスラ゗ドします。 

位置 Y…チャート右下の【経済指標フゖルター稼働中】と表示されている文字の位置を変

更できます。 

数値を大きくすると上へスラ゗ドします。 

文字色…チャート右下の【経済指標フゖルター稼働中】と表示されている文字の色を変更

できます。 

垂直線表示…チャート上の経済指標の時間帯を表す垂直線の表示設定です。 

true が表示、false が非表示となります。 

線種…垂直線の種類を選択できます。 

★表示…経済指標の重要度を表す★をチャート上に表示する設定です。 

true が表示、false が非表示となります。チャート上の垂直線の上部に表示されます。 

★サ゗ズ…チャート上に表示する★のサ゗ズを指定できます。 

重要度★★★…重要度★★★の垂直線と星の色を変更できます。 

重要度★★…重要度★★の垂直線と星の色を変更できます。 

重要度★…重要度★の垂直線と星の色を変更できます。 

発表終了…発表が終了した経済指標の垂直線と星の色を変更できます。 



取得データ表示…チャート上でこちらで設定したキーを押すと経済指標一覧が表示されま

す。デフォルトは E キーです。 

位置 X…経済指標一覧の表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると右へスラ゗ドします。 

位置 Y…経済指標一覧の表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると下へスラ゗ドします。 

行間…経済指標一覧の行間を変更できます。 

数値を大きくすると行間が大きくなります。 

横配置比率[％]…経済指標一覧の文字幅の比率を変更できます。 

数値を大きくすると文字間のスペースが大きくなります。 

サ゗ズ…経済指標一覧の文字のサ゗ズを変更できます。 

数値を大きくすると文字のサ゗ズが大きくなります。 

 

 

 

 

 



【サ゗ン表示設定】 

 

 

 

サ゗ンとバーの距離[pips]…ローソク足とサ゗ンとの距離を指定できます。 

 

判定期間(決済判定までのローソク足の本数を入力)…勝敗を判定するローソク足の本数を

入力します。 

５分チャートで５分判定(ローソク足１本分での判定)の場合１で問題ありません。 

例)１分チャートで３分判定の場合３、１分チャートで５分判定の場合 5 と入力してくだ

さい。 

 

マーチン回数…マーチンの回数を選択できます。 

設定しない場合はマーチンなしを選択してください。 

 

マーチン中のサ゗ン表示…マーチン中のサ゗ンを集計に反映するかどうかの設定です。 

デフォルトでは反映しない設定になっております。 

マーチン中のサ゗ンを非表示(false)にした場合、集計には反映しませんが、矢印はグレ

ーゕウトで表示されます。 

マーチン中のサ゗ンを表示したい場合は true に変更してください。 

 

引分判定設定…判定が同値での引分の場合を、引分と判断するか負けと判断するかの設定

です。 

true が引分け判定、false が負判定です。 



サウンド、ゕラート…お知らせ音(サウンド)とポップゕップゕラート(ゕラート)の設定で

す。 

OFF、Ready(エントリー準備)のみ、Entry(エントリー)、Ready と Entry 両方 

この 4 つから選択できます。 

 

メール…サ゗ンをメール通知する設定です。 

・OFF…メール送信しません 

・Ready のみ送信…エントリー待機の段階でメールを送信します 

・Entry のみ送信…エントリーのタ゗ミングでメールを送信します 

・Ready と Entry 両方送信…上記両方のタ゗ミングでメールを送信します 

 

この機能をお使いになる為には MT4 上部のツール→オプションで 

送信するメールゕドレスを入力する必要があります。 

 

 

 

オプションで E-メールタブを選択し、「有効にする」にチェックを入れ、必要事項を入

力して OK ボタンをおしてください。 



【勝率集計表示設定】 

 

 
 

表示形式…チャート上の勝率集計の表示形式を選択できます。 

 
 

・非表示 

・時間帯別(1 時間毎)に集計 

・時間帯別(30 分毎)に集計 

・1 ヶ月毎に集計 

・曜日別に集計 

・1 日毎に集計 

以上の中から選択できます。 

チャート上でキーボード操作でも切替え可能です。 

※以下、【表示切替キー】参照 

 



CSV 出力キー…ここで設定したキーをチャート上で押すと表示中の勝率集計を CSV 形

式で出力します。 

勝率を全期間 1 日毎に表示した場合、 

すべての期間が表示されないことがあると思います。 

 

このような場合に CSV フゔ゗ルとして勝率を出力する機能です！ 

 

H キーを押すと上図のように自動的に保存先のフォルダが開きます。 

 

 

このように数ヶ月前の勝率でも 1 日毎の勝率を確認できます。 



開始日時(現在足⇒初期値のまま、直近日時を指定)…集計の開始日時を指定できます。 

初期値の場合は現在足までの集計となります。 

開始日を指定し、計算期間が 0 の場合は、開始日～現在までを集計します。 

計算期間が 1 以上の場合は、開始日から指定日数分までを集計します。 

開始日時を初期値に戻すには下部のリセットボタンを押せば戻りますが、パラメーター設

定全てが初期値に戻ります。 

ですので、こちらの設定をされる場合は変更前に現在の設定を定型チャートに保存されて

から変更お願い致します。 

 

計算期間(日数を入力、0 は全期間を対象)…任意の数値を入力することで、その期間を集

計します。0 を入力すると全期間を集計します。 

集計範囲を拡大していない場合は 0 と入力しても集計範囲が狭いので、 

ページ下部で説明している集計範囲の拡大方法を実行されてください。 

 

位置 X…勝率集計表示の表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると右へスラ゗ドします。 

位置 Y…勝率集計表示の表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると下へスラ゗ドします。 

行間…勝率集計表示の行間を変更できます。 

数値を大きくすると行間が大きくなります。 

横配置比率[％]…勝率集計表示の文字幅の比率を変更できます。 

数値を大きくすると文字間のスペースが大きくなります。 

サ゗ズ…勝率集計表示の文字のサ゗ズを変更できます。 

数値を大きくすると文字のサ゗ズが大きくなります。 

文字色…勝率集計表示の文字の色を変更できます。 

文字色(許容勝率未満)…勝率フゖルターの許容勝率[％]で設定した勝率未満の時間帯の文

字の色を変更できます。 

フォント…フォントの種類を選択できます。 

フォント切替キー…ここで設定したキーをチャート上で押すとフォントの種類が切り替わ

ります。 

 



【キーボード操作設定】 

 

 
 

【表示切替キー切替設定】 

勝率表示の切り替えに関して、チャートを表示したときのキーボード操作を指定で

きます。 

非表示…勝率を非表示にするキーボードのボタンを決めます。デフォルトは０。 

時間帯別(1 時間毎)に集計…1 時間毎の表示をするキーボードのボタンを決めます 

デフォルトは１。 

時間帯別(30 分毎)に集計…30 分毎の表示をするキーボードのボタンを決めます。デ

フォルトは 2。 

1 ヶ月毎に集計…1 ヶ月毎の表示をするキーボードのボタンを決めます。 

デフォルトは３。 

曜日別に集計…曜日毎の表示をするキーボードのボタンを決めます。 

デフォルトは４。 

※曜日別に集計した際に日曜に勝率表示がある場合がありますが、サマータ゗ムの

影響です。夏時間、冬時間内の期間で集計すれば表示されません。 

１日毎に集計…1 日毎の表示をするキーボードのボタンを決めます。 

デフォルトは５。 

マーチンカウントゕップ…マーチン回数の切り替えるをするキーボードのボタンを

決めます。 

デフォルトは C。 



【集計時間設定】 

 

【勝率表示時間(サ゗ン表示連動)】 

 

 

 

30 分間隔で稼働(true)と停止(false)の設定ができます。 

停止にした時間帯は勝率集計に反映されません。 

勝率集計には反映しませんが、矢印はグレーゕウトで表示されます。 

例えば 5:00～5:29 と 5:30～5:59 を停止した場合、 

１時間毎の集計では、５時の表示は非表示になります。 

 

 



【時差設定】 

 

【時差設定】 

 

 

 

「夏時間」とは、「サマータ゗ム」とも呼ばれており、 

シンプルに説明すると、夏の期間中、時計の針を 1 時間早める習慣です。 

夏時間は 1 時間早まるわけですから、 

当然、平日に実際トレードできる取引時間も、 

冬時間に比べて 1 時間繰り上がるということになります。 

 

 

 

時差の設定は夏時間(サマータ゗ム)と冬時間で時間を調整する機能ですので、 

特に変更の必要はございません。 

 

サマータ゗ムの詳細ついては、以下のサマータ゗ムについてを参照してください。 

 

 



【エントリー時間表示設定】 

 

【エントリーカウントダウン】 

 

 

 

エントリーサ゗ンが表示されると、 

チャートの右上にエントリーまでのカウントダウンが表示されます。 

このカウントダウンの表示設定となります。 

特に変更の必要はございませんが、位置やサ゗ズが気になる方は変更してください。 

表示に関して入力する項目は以下です 

 

位置 X…エントリーカウントダウンの表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると左へスラ゗ドします。 

位置 Y…エントリーカウントダウンの表示位置を変更できます。 

数値を大きくすると下へスラ゗ドします。 

行間…エントリーカウントダウンの行間を変更できます。 

数値を大きくすると行間が大きくなります。 

サ゗ズ…エントリーカウントダウンの文字のサ゗ズを変更できます。 

数値を大きくすると文字のサ゗ズが大きくなります。 

文字色…エントリーカウントダウンの文字の色を変更できます。 

 

 



【通貨ペゕ切替】 

 

リスト…こちらで入力した通貨ペゕがチャートに表示されます。 

通貨ペゕを区切る時は「;」で区切ってください。:ではなく;です。半角です。 

ボタン表示…チャート上に通貨ペゕ切替ボタンを表示するかしないかの設定です。 

true…表示する。false…表示しない。となります。 

標準位置…通貨ペゕ切替ボタンの表示位置を 4 つの中から選択できます。 

・Left upper chart corner…左上に表示 

・Right upper chart corner…右上に表示 

・Left lower chart corner…左下に表示 

・Right lower chart corner…右下に表示 

以上から選択可能です。 

位置 X…通貨ペゕ切替ボタンの表示位置を細かく変更できます。 

標準位置設定で左に寄せている場合、数値を大きくすると右へスラ゗ドします。 

標準位置設定で右に寄せている場合、数値を大きくすると左へスラ゗ドします。 

位置 Y…通貨ペゕ切替ボタンの表示位置を細かく変更できます。 

標準位置設定で上に寄せている場合、数値を大きくすると下へスラ゗ドします。 

標準位置設定で下に寄せている場合、数値を大きくすると上へスラ゗ドします。 

幅…通貨ペゕ切替ボタンのボックスの横幅を変更できます。 

数値を大きくするとボックスの横幅が大きくなります。 

高さ…通貨ペゕ切替ボタンのボックスの高さを変更できます。 

数値を大きくするとボックスの高さが大きくなります。 

文字サ゗ズ…通貨ペゕ切替ボタンの文字のサ゗ズを変更できます。 

数値を大きくすると文字のサ゗ズが大きくなります。 

ボタン(ON)…通貨ペゕ切替ボタンで選択中のボックスの色を変更できます。 

ボタン(OFF)…通貨ペゕ切替ボタンで非選択のボックスの色を変更できます。 

文字(ON)…通貨ペゕ切替ボタンで選択中のボックス内の文字色を変更できます。 

文字(OFF)…通貨ペゕ切替ボタンで非選択のボックス内の文字色を変更できます。 

 

 



【日本時間】 

 

標準時間目盛り非表示…チャート下部の標準で表示されている時間を非表示にできます 

true…非表示。false…表示 

 

文字サ゗ズ…日本時間の文字のサ゗ズを変更できます。 

数値を大きくすると文字のサ゗ズが大きくなります。 

文字表示高さ…日本時間の文字の高さを変更できます。 

数値を大きくすると文字の位置が上にスラ゗ドします。 

文字色…日本時間の文字の色を変更できます。 

背景表示高さ(ピクセル)…日本時間の背景の帯の高さを変更できます。 

数値を大きくすると帯の高さが高くなります。 

オセゕニゕ…ニューヨーク市場(後半)がクローズして日本市場がオープンするまでの 

オセゕニゕ市場の時間帯の帯の色を変更できます。 

日本…東京市場がオープンしてロンドン市場がオープンするまでの 

時間帯の帯の色を変更できます。 

ロンドン…ロンドン市場がオープンしてニューヨーク市場(前半)がオープンするまでの 

時間帯の帯の色を変更できます。 

ニューヨーク前半…ニューヨーク市場(前半)がオープンしてニューヨーク市場(後半) 

がオープンするまでの時間帯の帯の色を変更できます。 

ニューヨーク前半…ニューヨーク市場(後半)がオープンしてニューヨーク市場(後半) 

がクローズするまでの時間帯の帯の色を変更できます。 

H4…4 時間以上のチャートの場合の帯の色を変更できます。 

日本 開始時間…東京市場がオープンする時間です。 

※日本の時間を入力 

ロンドン 開始時間(夏時間)…夏時間の際のロンドン市場がオープンする時間です。 

※日本の時間を入力 

 



ニューヨーク 開始時間 前半(夏時間)…夏時間の際のニューヨーク市場(前半)がオープン

する時間です。 

※日本の時間を入力 

ニューヨーク 開始時間 後半(夏時間)…夏時間の際のニューヨーク市場(後半)がオープン

する時間です。 

※日本の時間を入力 

ニューヨーク 終了時間(夏時間)…夏時間の際のニューヨーク市場(後半)がクローズする時

間です。 

※日本の時間を入力 

ロンドン 開始時間(冬時間)…冬時間の際のロンドン市場がオープンする時間です。 

※日本の時間を入力 

ニューヨーク 開始時間 前半(冬時間)…冬時間の際のニューヨーク市場(前半)がオープン

する時間です。 

※日本の時間を入力 

ニューヨーク 開始時間 後半(冬時間)…冬時間の際のニューヨーク市場(後半)がオープン

する時間です。 

※日本の時間を入力 

ニューヨーク 終了時間(冬時間)…冬時間の際のニューヨーク市場(後半)がクローズする時

間です。 

※日本の時間を入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



集計範囲の拡大方法(超重要) 

 

集計範囲を拡大するための方法を解説いたします。 

初期の設定では３日間くらいしか集計範囲がないかもしれません。 

それを数週間～数カ月まで範囲を広げることができます。 

こちらの設定を正しく行わないと、SATAN2 の勝率表示が無意味なものとなってしまい

ます。 

慎重に設定をお願い致します！ 

 

ヒストリー内の最大バー数,チャートの最大バー数の設定 

まずは MT4 の設定から始めます。 

ヒストリー内の最大バー数、チャートの最大バー数の設定を行います。 

MT4 上部のツール→オプションをクリックしチャートタブをクリックしてくさい。 

 

このような画面が表示されると思います。 



ヒストリー内の最大バー数…MT4 の保存する最大のローソク足の本数です。 

チャートの最大バー数…チャート上に表示する最大のローソク足の本数です。 

 

ヒストリー内の最大バー数を 

最大(2147483647)に設定します 

チャートの最大バー数は以下を参考にしてください。 

 

集計３ヶ月の場合…チャートの最大バー数 100000 

集計半年間の場合…チャートの最大バー数 200000 

集計１年間の場合…チャートの最大バー数 400000 

 

上記の設定プラス SATAN2 のパラメーター入力設定で 

（※MT4 上部のチャート→表示中の゗ンデゖケータ→SATAN2 をダブルクリック 

パラメーターの入力タブ） 

【勝率集計】計算期間を以下のように設定してください。 

 

集計３ヶ月の場合…計算期間 65 

集計半年間の場合…計算期間 130 

集計１年間の場合…計算期間 260 

 

以上が目安の数値です。 

足りない場合は微調整してください。 

 

この 2 つの設定チャートの最大バー数、計算期間を設定することで任意の期間を勝率集

計できます。 

ただし、まだこの設定だけでは集計期間の設定だけで、ローソク足のデータがありません。 

ですので、ローソク足のデータを取得しましょう。 



ヒストリーデータのダウンロード 

 

ローソク足のデータを取得するためにはヒストリカルデータ（ヒストリーデータ）が 

必要となります 

MT4 上部のツール→ヒストリーセンターをクリックします。 

ここでは EURUSD の設定について説明致します。 

 

 

左側の〒の部分をクリックします 

 

 

 

 

 

 

EURUSD をダブルクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5 分足(M5)を選択しダウンロードをクリックします 

ダウンロードには時間がかかりますので、終了するま

で待ちましょう。 

 

1 分足のローソク足データを取得される場合は 

1 分足(M1)を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードの際、このような警告が出た場合、OK をクリックしてください。 

 



 

EURUSD のダウンロードが終了したら 

USDJPY 

AUDUSD 

AUDJPY 

EURJPY 

GBPJPY 

NZDJPY 

も同じ手順でダウンロードしてください。 

 

ダウンロードが全て完了したら MT4 を再起動してください 

再起動後に 1 つの通過ペゕを作成し、正しくヒストリカルデータが取得できたか確認しま

す。 

 

 

 



MT4 上部のフゔ゗ル→新規チャート作成から、1 つチャートを作成してください。 

先ほどヒストリカルデータを取得した通過ペゕならどれでも構いません。 

 

MT4 上部の M5 をクリック(5 分足のヒストリカルデータを取得した場合) 

※1 分足のヒストリカルデータを取得した場合、M1 をクリック 

 

チャートに SATAN2 を適用します。(稼働パスワードを入力) 

 

パラメーターの入力設定で【勝率集計】計算期間を 260 に設定 

OK ボタンをおしてチャートに勝率を表示させます。 

 

キーボードの 3 を押して、月毎の勝率集計を表示します。 

 

 

 

このように毎月の勝率が表示されれば問題ありません。 

ただし、この場合データ抜けがあるかどうかの細かい確認ができていません。 

なので、多少面倒ですが、確認する方法があります。 

チャート上でキーボードの 5 キーを押して、日毎の勝率集計を表示します。 

次にキーボードの H キーを押します。 



 

日毎の勝率集計が出力されました、 

フォルダが自動的に開くと思います。 

 

エクセルで開いてもいいし、メモ帳で開いても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エクセルの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



メモ帳の場合 

 

 

基本的には土曜日、日曜日の集計はしないので、 

上記出力フゔ゗ルから土曜日と日曜日の日付が抜けていても問題ございません。 

ただし、土曜日または日曜日の集計が含まれる場合もございます。 

(これはヒストリカルデータの取得の際に土曜日または日曜日にローソク足が表示され

てしまうことがあるためです。) 

 

ここで確認していただきたいのは、土曜日と日曜日が抜けたとしても 

最大 2 日の抜けしかない 

というところです。 

もし、3 日間以上の日付の抜けがある場合、ヒストリカルデータにも抜けがある 

ということです。 



次に注目していただきたいのが、勝率表示(勝敗表示)です。 

この確認は出来るだけエントリー数が多い設定で確認していただきたのですが、 

毎日必ず 10 エントリー以上ある設定で 

エントリー数が極端に少ない日、 

または勝率、勝敗が全て 0 の日が続いている場合は、ヒストリカルデータに抜けがあり

ます。 

ヒストリカルデータの抜けには、一部の時間だけ抜けているという場合もございます。 

例）4 月 1 日の 10 時から 21 時まで抜けている場合など 

 

もしヒストリカルデータに抜けを見つけた場合は、MT4 を再起動し、 

ヒストリーデータのダウンロードを再度行ってください。 

それでもヒストリカルデータの抜けが直らない場合は以下の方法をお試しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



チャートが欠けてしまっている場合の修復方法 

 

場合によっては、1 日毎の集計表示をしたときに、エントリーが一切ない日が続いてい

るときがあると思います。 

その場合はヒストリーデータが正しくダウンロードされていません。 

 

このような状態になっている可能性が高いです。 

その場合の修復方法をご説明します。 

まず、上図のようなポ゗ントを探します。 

(1 日毎の集計表示にして集計の 0 が続いている最初の日または、抜けている日を探しま

す) 

上記で説明したデータ出力から探し出しても問題ございません。 

 

おおよその日にちが分かったら 

MT4 上部のツール→ヒストリーセンターをクリックしてください。 



チャートが欠けている通貨ペゕを選択します。 

 

5 分足をダブルクリック(もし 5 分足で修復できない場合は 1 分足をダブルクリック)※1 

して、ヒストリーデータを表示させます。 

チャートが欠けている境目を探します。 

上図では赤枠で囲んだところです。それを 1 度クリックします。 

スクロールして一番上のヒストリーデータに戻り、Shift ボタンを押したまま 

最上部のデータをクリック 

 



すると上図のようにチャートが欠けているところから最新のデータ分が全て選択されま

す。 

そして 1 度だけ削除ボタンをクリックします。 

 

すると上図のように削除されます。※2 

閉じるボタンを押して、MT4 を再起動します。 

この段階でチャートが正常に表示される方もいらっしゃいます。 

正常に表示されない場合は、※2 までの作業を再度行い、 

ダウンロードボタンをクリックしてください。 



 

 

その際、上図のような警告が表示されたら、OK とはいをクリックしてください。 

これで MT4 を再起動してください。 

それでも正しく表示されない場合は 1 分足を選択し、上記の作業を行ってください。 

(※1 のところで 1 分足を選択してください) 

 



MT4 ヒストリカルデータ遠隔サポート 
 

上記方法で解決しない方や、設定が分からない方のために 

SATAN2 サポートでは、MT4 のヒストリカルデータの導入サポートを行っております。 

 

有料サポートではございますが、正しいヒストリカルデータでなければ、SATAN2 の良

さを最大限に発揮できません！ 

 

設定にお困りの方は是非ご利用ください。 

 

【MT4 ヒストリカルデータ】遠隔サポート 

http://satan.kill.jp/satan2-mt4/ 

 

詳細は上記 URL をクリックしてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://satan.kill.jp/satan2-mt4/


MT4 ヒストリカルデータ取得後の設定 
 

1 年間の集計で勝率を判断してエントリーしたいけど、計算期間を 260 でチャートを動か

すととても重いという方のため、おすすめの設定方法をお紹介致します。 

 

手順① 1 年間分のローソク足表示(チャートの最大バー数 400000)& 1 年間の集計(計算

期間 260)で SATAN2 の勝率表示時間の設定をします。 

例）勝率 60％未満の時間帯は false 

 

手順② 勝率表示時間の設定が完了したら、 

チャートの最大バー数 400000→100000 

計算期間 260→65 

に変更します。 

もっと軽くしたい場合はさらに数値を減らしても構いません。 

変更後は MT4 を再起動してください。 

 

チャート上の勝率で 60％未満の時間帯もあると思いますが、上記はあくまで 1 年間を対

象とした勝率設定ですので、そのままで大丈夫です。 

 

計算期間を何日にするか、勝率表示時間を勝率何％以下で停止(false)にするか 

その辺りの選択で同じパラメーター数値(WPR,RSI,CCI 数値)でも実勝率は大きく変わっ

てきます。 

 

 

 

 

 

 



SATAN2 の矢印についてのおさらい 
 

チャートを見ていただくと、黄色の矢印や赤色の✖など色々表示されていると思います。

どのような意味を持つのか上記で説明しましたが再度説明させていただきます。 

 

１回目のエントリーで勝ちは黄色矢印 

１回目のエントリーで負けは赤色矢印 

マーチン設定をしている場合、２回目以降での勝ちは黄色の〇 

マーチン設定をしている場合、２回目以降での負けは赤色の✖ 

 

停止時間中の矢印はグレーゕウトしております。 

 

 

停止時間中のサ゗ンは勝率には反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ポップゕップゕラートに関して 
 

 

SATAN2 の起動パスワードを入力していないと上の画像のようなゕラートが表示されま

す。 

 

 

上の画像の Ready!ゕラートは手動エントリーするための準備ゕラートとなります。 

自動売買される場合は関係のないゕラートとなります。 

自動売買ソフトでは、この段階では自動エントリーされません。 

手動エントリー時は Ready!ゕラートが表示された場合、エントリー準備をしてください。 

※ここではまだ手動エントリーしません。 



 

上の画像がエントリーゕラートです。 

Entry!と表示されます。 

ポップゕップと同時に矢印サ゗ンも出現します。 

Absol7 と連動済の場合、このゕラートが表示されると自動でエントリーされます。 

手動でのエントリー時もこのゕラートでエントリーします。 

 

 

Satan2 の重複使用について 
 

Satan2 を重複して使用いたしますと誤作動の原因となります。 

 

 

このような使い方はしないようお願い致します。 

１つのチャートに Satan2 の゗ンジケーターは１つだけ適用してください。 

定型チャートから読み込んでいただければ場違いはないと思いますので、 

できるだけ定型チャートから読み込んでお使いください。 



サマータ゗ムについて 

 

 

ゕメリカ・ヨーロッパでは日本にはないサマータ゗ムが導入されています。 

年 2 回夏時間と冬時間が入れ替わるので覚えておきましょう。 

米国の夏時間：3 月第 2 日曜日～11 月第 1 日曜日（それ以外は冬時間） 

ヨーロッパの夏時間：3 月最終日曜日～10 月最終日曜日（それ以外は冬時間） 

 

 

出来るだけ集計はサマータ゗ムが切り替わってからの集計にしてください。 

そうすれば勝率の良い時間帯だけの表示で問題ありません。 

SATAN2 自体の勝率表示に関しては、問題ございません。 

SATAN2 は夏時間、冬時間の変更に自動で対応しております。 

 



 

手法の解説(自動エントリーを使用しない方) 
 

いよいよ手法の解説に参ります。 

この手法は相場の一瞬の転換を狙う逆張り手法です。 

推奨は５分チャートを使用し、HighLow の残り時間 5 分以上１０分未満のところを開きエ

ントリー待機です。 

MT4 の５分チャートにエントリーサ゗ンが出て、残り５分と同時にエントリーです。 

 

 

 

５分チャートを推奨する理由は１分よりも格段に勝率が高いのと、エントリーまで十分余

裕が持てるからです。焦ってエントリーする必要はございません。 

あまりトレードに時間を割きたくない方は複数の通貨ペゕでのトレードをしましょう。 

ターボではなく HighLow を推奨する理由はペ゗ゕウトが高いからです。 



 

では、以下の画像をご覧ください。 

 

 

エントリー条件を満たすと、ゕラートが鳴り、画像右上にエントリーまでの時間が表

示されます。(小さくてすいません) 

エントリーまでのカウントダウンが０になり、矢印が表示されたのを確認してエント

リーしてください。 

それだけです！とても簡単です！ 

事前にエントリーまでのカウントダウンが出るので、余裕を持ったエントリーができ

ます。 

 

指標フゖルターを設定している場合は 

チャート上に縦線が表示されていると思いますので、 

回避するかエントリーするか、しっかりと判断してください。 

以上をしっかりとご確認の上、エントリーをお願いします。 

 

 

 



【手動マーチンエントリーについて】 

 

マーチン設定をされている場合は 

１回目のエントリーサ゗ン(矢印)で負けた場合、連続してエントリーゕラートが出ます。 

※連続エントリー禁止設定をされていても、マーチン設定されていると連続でエントリー

サ゗ンが出ます。 

 

マーチンでのエントリーをされる場合は、１回目のエントリーサ゗ンで負けた場合、 

速やかに２回目(倍掛け)のエントリーをしてください。 

 

１回目のエントリー終了のタ゗ミングで２回目(倍掛け)のエントリーを行ってください。 

勝ちか負けのどちらか微妙な場合は、結果をしっかりと見て２回目(倍掛け)のエントリー

をしてください。 

 

２回のマーチンを設定されている場合も同じく、２回目のエントリー終了後に 

３回目のエントリー(２回目の倍の金額でエントリー)してください。 

 

マーチンエントリーの勝率は高いですが、リスクも高いです。 

資金が少ない場合の無謀なマーチン設定はやめましょう！ 

 

リスクが高いと思われる方はマーチン設定をオフ、または 1 にしてください。 

 

 

 

 



【SATAN2 コミュニテゖの紹介】 
 

SATAN2 では、購入者様専用のコミュニテゖグループを用意させていただいており

ます。 

 

このコミュニテゖは購入者様なら誰でも無料で参加できます！ 

メンバーになっていただければ、SATAN2 関連の情報を先行で入手できたり、割引で購

入することができるかも！？ 

 

SATAN2 の使い方が分からない場合もコミュニテゖでご質問いただければ即座に

回答させていただきます！ 

とにかくメリットだらけの SATAN2 コミュニテゖに是非ご参加ください！ 

 

SATAN2 コミュニテゖに関しましては別冊の 

【SATAN2 コミュニテゖ Discord の使い方】 

を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お問い合わせ 
 

 

担当：松本真吾 

 

✉お問い合わせ：info@deamonspear.com 

  

住所：〒847〓0074   

佐賀県唐津市東町 19〓3   

エスペランサ唐津東 204 号  

  

電話番号：080-1704-0512  

(※電話でのサポートは行っておりません) 
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